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（目的）

第1条 この社会福祉法人（以下「法人」という。）は、弘法大師の教義に基づき、多様な福

祉サー ビスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫するこ

とにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又は そ

の有する能力に応じ自立した日常生活を地域社会において営むことができるよう支援

することを目的として、次の社会福祉事業を 行う。

(1 J第一種社会福祉事業

① 児童養護施設恵愛学園の経営

② 障害児入所施設白鳥園の経営

③ 指定障害者支援施設（施設入所支援生活介護白鳥園わこう）の経営

[2]第二種社会福祉事業

① 幼保連携型認定こども園（けいあいこども園）の経営

② 子育て短期支援事業（恵愛学園）の経営

③ 児童家庭支援センター けいあいの経営

④ 障害福祉サービス事業

（共同生活援助グループホーム白鳥）の経営

一般相談支援事業特定相談支援 事業 障害児相談支援事業

（相談支援センター白鳥）の経営

障害福祉サービス事業（短期入所白鳥園短期入所）の経営

障害福祉サービス事業（短期入所白鳥園わこう短期入所）の経営

地域子育て支援拠点事業（けいあいこども園地域子育て支援拠点事業）の経営

一時預かり 事業（一時預かり保 育けいあいこども園）の経営

障害福祉サービス事業（就労継続支援B型事業 就労移行支援就労定着支援

就労選択支援ワークセンターはくちょう）の経営

障害児通所支援事業（児童発達支援センター ・放課後等児童デイサービス・保 育

所等訪問支援児童発達支援 センターあすなろ）の経営

病児保育事業（病後児対応型）（病後児保育けいあいこども園）の経営

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
 

⑪

⑫ 

（名称）

第2条 この法人は、社会福祉法人恵愛福祉事業団という。

（経営の原則等）

第3条 この法人は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効

果的かつ適正に行うため、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その

提供する福祉サービスの質の向上並びに事業経営の透明性の確保を図り、も

って地域福祉の推進に努めるものとする。

2 この法人は、地域社会に貢献する取組として、地域の独居高齢者、子育て世帯、

経済的に困窮する者等を支援するため、無料又は低額な料金で福祉サービスを

積極的に提供するものとする。


















